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年度別液体窒素供給量 

年度別液体ヘリウム供給量 

液体ヘリウム・液体窒素の供給量 

液体ヘリウムの年間供給量は過去20年で4倍、 
過去10年で2倍と増加の一途をたどっており、 
今後もこのペースで増加するものと予想される。 

液体ヘリウム 

液体ヘリウム・液体窒素の汲み出し風景 

液体窒素 

液体窒素供給先研究室 
(平成22～24年度実績) 

液体ヘリウム供給先研究室 
(平成22～24年度実績) 

液体窒素供給業務は昭和42年に開始された。 
平成8年度以降、毎年41～44万ℓ程度の供給量

があり、今後も同程度の水準で推移すると予想
される。 

 
昭和３８年 ６ 月１２日   東京大学低温センター設立準備委員会 第一回委員会 開催 

昭和３９年１１月 ６ 日   容量３，０００Lリットルの液体窒素貯槽を本郷地区の 

共同利用のために設置し、供給を開始する 

 
昭和４０年１２月２１日   低温センター規則および低温センター運営委員会規則が 

本学評議会において承認される 

 

昭和４１年 ３ 月３１日   建物延べ１，７２１ｍ2を新築 

ヘリウム液化機 設置（２５L／時） 

             理学部１号館、工学部６号館および教養学部基礎科学科に 

ヘリウムガス回収用サブセンターを設置 

 
昭和４２年 ４ 月 １ 日   本郷、駒場地区に液体ヘリウムの定常的な供給を開始 

極低温用の実験装置類を逐次設置 

 

昭和４２年 ６ 月 １ 日   東京大学低温センター 設置 (３番目の全学センター) 

昭和５０年１０月１７日   ヘリウム液化機 更新 (１００L／時) 

昭和５１年 ３ 月２６日   ヘリウム精製機 更新 

昭和５１年 ７ 月 １ 日   研究開発部門 発足 

昭和５４年 １ 月３１日   学内供給用液体窒素貯槽 更新 (６，０００L) 

 

平成 元 年 ３ 月３０日   学内供給用液体窒素貯槽 更新 (１７，０００L) 

平成 ５ 年 ７ 月２０日   ヘリウム液化機 更新 (１５０L／時) 

平成 ８ 年 ３ 月２５日   ＳＱＵＩＤ磁化測定システム 導入 

平成１１年 ３ 月２９日   新物質低温電子機能評価システム 導入 

平成１３年 ３ 月２９日   ヘリウムガス回収用圧縮機 更新 (１００ｍ3／時) 

平成１４年 ３ 月２７日   ヘリウム回収ガスホルダー 更新 (６０ｍ3 ) 

平成１６年 ４ 月 １日    薬学系総合研究棟にヘリウムガス回収用サブセンターを設置 

平成１９年３月３０日  ヘリウム液化機 更新 (２００L／時) 

平成２５年３月２９日   ヘリウム長尺カードル 増設 (７５ｍ3×２８本) 


